
数学（一般選抜 ３教科型選抜）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

（ a  , a－2） －2 1
9

√2　54　 
　9　 189 378 4096 84 －2 0

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1.6811 34 1.6990 または 1.699 16 84 9

3 ⑴　f（x）－g（x）＝2（x－2）（x＋a）（x－a）であるので，方程式 f（x）－g（x）＝0の解はx＝2，－a，a である。

したがって，求めるx座標は，x＝2，－a ，a である。

⑵　a ≧ 3 より－ a ＜ 2 ＜ a である。2 つの曲線 y ＝ f（x），y ＝ g（x）で囲まれた部分は，
2 つの曲線 y ＝ f（x）（－ a ≦ x ≦ 2），y ＝ g（x）（－ a ≦ x ≦ 2）で囲まれた部分と，

2 つの曲線 y ＝ f（x）（2 ≦ x ≦ a ），y ＝ g（x）（2 ≦ x ≦ a ）で囲まれた部分とからなる。

区間－ a ≦ x ≦ 2 において f（x）－ g（x）≧ 0 であり，区間 2 ≦ x ≦ a において f（x）－ g（x）≦ 0 であるので，

求める面積 S は

S＝∫
2

　－a ∫
a

　2
（ f（x）－g（x））dx－ （ f（x）－g（x））dx
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4
3

２

－a

a

2
－x 4－ x 4－x 3－a2x 2＋4a2x x 3－a2x 2＋4a2x

＝ a 4＋8a 2－16
3

⑶　h（x）＝ x4＋8x2 －16
3 とすると，h'（x）＝ 4x3＋16x ＝ 4x（x2＋4）である。したがって，x ＞ 0 のとき h'（x）＞ 0 で

あるので，h（x）は区間 x ＞ 0 において単調増加である。いま，a ≧ 3 であるので，S が最小となるのは a ＝ 3 の

ときである。

2 月 9 日 実施分
数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

26 5 6 -5 4 0.6990 0.7781

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 90

3 ⑴　f(x)を微分すると

f′(x)=(x3-3x2-9x)′=(x3)′-3(x2)′-9(x)′

=3x2-3・2x-9・1=3x2-6x-9

⑵　 f′(x)=3x2-6x-9=3(x2-2x-3)=3(x-3)(x+1)より，f′(x)=0を満たす xの値は x=-1，3である。また，

f(-1)，f(3)を計算すると f(-1)=5，f(3)=-27より，増減表は次のようになる。

x …… -1 …… 3 ……

f′(x) + 0 - 0 +

f(x) ↗ 極大
5

↘ 極小
-27

↗

　　よって，x=-1のとき極大値 5，x=3のとき極小値-27である。

⑶　与えられた方程式を変形すると

x3-3x2-9x=a

　　である。よって，この方程式の実数解の個数は，3次関数 y=f(x)のグラフと直線 y=aの共有点の個数に一致する。

　　⑵の増減表を用いて関数 y=f(x)のグラフを描くことで，次がわかる。

　　　　a<-27または 5<aのとき，共有点の個数は 1個

　　　　a=-27，5のとき，共有点の個数は 2個

　　　　-27<a<5のとき，共有点の個数は 3個

　　従って，求める aの値の範囲は-27<a<5である。

a
4
6-

4
3

4
7

,
a a
2 4

2

-d n 45 2 1+^ h 45 2 1-^ h 45 23-^ h

2 月10日 実施分

4［A］

⑴　 c a a cCA CO OA OC OA= + =- + - + = -=

　　 c b b cCB CO OB OC OB= + =- + - + = -=

⑵

c s tOP OC CP CA CB= + = + +

　　 c s a c t b c s a t b s t c1= -+ + - = + + - -_ _

]

i i

g

⑶　⑵よりOQは実数 s，tを用いて

s a t b s t cOQ 1= + + - -] g

　　と表すことができる。3点 O，Q，Fはこの順に同一直線上にあるので， k
OF

OQ
=  とおくと，

　　 kOQ OF=  が成り立つ。OF OA AD DF OA OB OC= + + = + + =a b c+ +  より，

k a b c k a k b k cOQ= + + = + +_ i

　　である。4点 O，A，B，Cは同一平面上にないから，OQのa，b，c  を用いた表し方はただ一通りである。よって，
s=k

t=k

1-s-t=k

⎧
⎜
⎨
⎜
⎩

　　が得られる。これを解いて k
3
1

=  である。よって，
OF

OQ
3
1

=  である。
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4［A］
⑶　点 A の座標は（3－√2，0，0）であるから，

CA＝OA－OC＝（3－√2，0，0）－（3，1，√6）＝（－√2，－ 1，－√6）

であり，CA は球面 S の半径に等しいので，CA＝ 3 である。また，点 B の座標は（3＋√2，0，0）であるから，

CB＝OB－OC＝（3＋√2，0，0）－（3，1，√6）＝（√2，－ 1，－√6）

であり，CB も球面 S の半径に等しいので，CB ＝ 3 である。したがって，

CA・CB＝（－√2）・√2 +（－ 1）・（－ 1）+（－√6）・（－√6）＝ 5

であり，
cos∠ACB ＝ CBCA

CA CB・ ＝ 5
3・3＝ 5

9

である。

4［B］

⑴　 f '（x）＝2x（x－2）
（x－1）2 である。

⑵　 ⑴より，増減表は以下の表のようになる。

x … 0 … 1 … 2 …

 f '（x） ＋ 0 － － 0 ＋

 f（x） ↗ 1 ↘ ↘ 9 ↗

したがって，関数 f（x）は x ＝ 0 で極大値 1，x ＝ 2 で極小値 9 をとる。

⑶　曲線 y ＝ f（x）と x 軸との交点は，2 x2+ x － 1 ＝（2 x－1）（ x ＋ 1）より， x ＝－ 1 と x ＝ 1  
2  である。

このことと ⑵ の増減表より，曲線と x 軸で囲まれる部分の面積を S とすると

S ＝　　　　　　  dx

＝　　　　　　  　　　 dx

＝　  （2x+3）+　　  dx

∫　 －1

∫　 －1

∫　 －1

   ＝

   ＝　－4log215
4

1
2

1
2

1
2

2 x 2+x － 1
x－1

（2x+3）（x－1）+2
x－1

2
x－1

⎬
⎭

⎫

⎬
⎭

⎫

［x2＋3x＋2log x－1 ］－1

1
2

数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

26 5 6 -5 4 0.6990 0.7781

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 90
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x …… -1 …… 3 ……

f′(x) + 0 - 0 +

f(x) ↗ 極大
5

↘ 極小
-27

↗

　　よって，x=-1のとき極大値 5，x=3のとき極小値-27である。

⑶　与えられた方程式を変形すると

x3-3x2-9x=a

　　である。よって，この方程式の実数解の個数は，3次関数 y=f(x)のグラフと直線 y=aの共有点の個数に一致する。

　　⑵の増減表を用いて関数 y=f(x)のグラフを描くことで，次がわかる。

　　　　a<-27または 5<aのとき，共有点の個数は 1個

　　　　a=-27，5のとき，共有点の個数は 2個

　　　　-27<a<5のとき，共有点の個数は 3個

　　従って，求める aの値の範囲は-27<a<5である。
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数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

3 13 120 210 2 -1

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

2 -1 0

3 ⑴　 f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)より，f′(1)=3-3(a+3)+3(a+2)=0

⑵　f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)=3(x-1)(x-a-2)なので，f′(x)=0のとき，x=1，a+2となる。

　　ⅰ　a≠-1のとき，x=1の前後で f′(x)の符号が変化するので，f(x)は x=1で極値をとる。

　　 ⅱ　 a=-1のとき，f′(x)=3(x-1)2となる。f′(1)=0であるが，x≠1のとき f′(x)>0となるから，f(x)は常

に単調に増加する。よって極値をとらない。

　　ⅰ，ⅱより，a=-1である。

⑶　 a=-1のとき，f(x)=x3-3x2+3x+1=(x-1)3+2となり，曲線 y=f(x)は y=x3のグラフを x軸方向に 1，y軸

方向に 2平行移動したものとなる。曲線 y=f(x)と直線 y=x+1の交点の x座標を求めると，

　　 x3-3x2+3x+1=x+1より，x(x-1)(x-2)=0となり，x=0，1，2である。0≦ x≦ 1のとき f(x)≧ x+1で

あり，1≦ x≦ 2のとき f(x)≦ x+1であることに注意すると，求める面積 Sは

S f x x dx x f x dx1 1
0

1

1

2

= - + + + -] ]

^

]

^

g g

h

g

h# #

x x x dx x x x dx3 2 3 23 2

0

1
3 2

1

2

= - + + - + -^ ^h h# #

x
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x
x x

4 4
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0

1 4
3 2
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= - + +- + -< <F F

2
1

=

4［A］
⑴　�an=9+d(n-1)であることに注意すると，a1+a2+a3<2025より 27+3d<2025となり，d<666となる。よって，

これを満たす最大の自然数 dは 665である。数列 {an}は初項 9，公差 665の等差数列であるので，一般項は

　　an=9+665(n-1)=665n-656と表される。

⑵　 等差数列の和の公式より初項から第 30項までの和 S30は S30= d
2
30
18 29+] g =15(18+29d)となる。S30<2025よ

　　り，d
29
117

1 となり，これを満たす最大の自然数 dは 4である。数列 {an}は初項 9，公差 4の等差数列であるの

　　で，一般項は an=9+4(n-1)=4n+5と表される。

⑶　bnは次のように変形されることに注意する。

b
a a

a
a a
a

a a

a a1
n

n n

n

n n

n

n n

n n

11 1

1 1
$= =

-+ -

- -

++ +

+ +

　　⑵より数列 {an}は公差 4の等差数列であったから，任意の自然数 nに対して an-an+1=-4である。よって

b
a a
4

n
n n1

=
-+

　　となる。この数列の第 n項までの和 Sは以下のようになる。

S a a a a a a
4
1

n n2 21 3 1$$$= - + - + + -+^ ^ ^h h h" ,

a a
4
1

n 1 1= -+^ h

n
4

4 9 3
=

+ -

2
1

-
2
5

-
14
5 7

2
3 3

4
1

3 2 2-
4
15

2月9日 実施分

3
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⑶　⑵より , ,a f a
2 2
r r

=]

^ d

g

h

n， , ,fb b
2
3

2
3

r r=]

^ d

g

h

n であり，従って，lの方程式は y=xである。

　　ここで， x0
2

1 1
r

 では，x-f(x)=2 cos x>0より，直線 lは曲線 y=f(x)より上側にある。

　　一方， x
2 2

3
1 1

r
r では，x-f(x)=2 cos x<0より，直線 lは曲線 y=f(x)より下側にある。よって，

cosS x f x dx xdx2 21
0

2

0

2
= - = =

rr

] g

" , ##

cosS f x x dx xdx2 42

2

2
3

2

2
3

= - =- =
r

r

r

r

] g

" , ##

　　であり，従って S1+S2=6である。

4［B］
⑴　f′(x)=(x)′-2(cos x)′=1-2(-sin x)=1+2 sin x

　　f″(x)=(1)′+2(sin x)′=2 cos x

⑵　0<x<2πの範囲で方程式 f″ (x)=2 cos x=0を解くと ,x
2 2
3r
r=  である。

　　 x0
2

1 1
r

 のとき f″(x)>0， x
2 2

3
1 1

r
r のとき f″(x)<0， x

2
3

21 1r r のとき f″(x)>0であるから，

　　関数 y=f(x)のグラフは x0
2

1 1
r

 で下に凸， x
2 2

3
1 1

r
r  で上に凸， x

2
3

21 1r r で下に凸である。

　　よって，変曲点の x座標は ,x
2 2
3r
r=  である。また，f

2 2
r r
=d n ，f

2
3

2
3

r r=d n  より，

　　変曲点は , , ,
2 2 2

3
2
3r r

r rd dn n である。
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数学（一般選抜　３教科型選抜）

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科 /情報マネジメント学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（3x ＋ 2y）（4x － 3y） （2x － 2y+5）（x+y+1） 1
9

13
216 5 7

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

－ 2 1 13 96

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

13 3 √3 14 √3 39 √3 196 294 √3

3 ⑴　対数法則を用いると
　（log 5 x）2 － log 5 x 2 ＝ 0
⇔（log 5 x）（log 5 x －2）＝ 0
⇔   log 5 x ＝ 0 , 2
よって，方程式の解は x ＝ 1 , 25

⑵　log 5 x ＝ t とおくと，
t 2 － 2 t ＝ k

⇔ t 2 － 2 t － k ＝ 0
この方程式の判別式 D は

D ＝ 4 ＋ 4 k
よって， t 2 － 2 t ＝ k がただ 1 つの解をもつときの k の値は

k = － 1
y ＝ log 5 x は増加関数であるから，p ＝ q ⇔ log 5 p ＝ log 5q
したがって，元の方程式がただ 1 つの解を持つときの k の値も

k = － 1

⑶　log 5 x ＝ t とおくと，
y ＝ t 2 － 2 t （0 ≦ t ≦ 3）
y は t ＝ 3 のとき最大値 3 ，
t ＝ 1 のとき最小値－ 1 をとる。
したがって，
x ＝ 125 のとき 最大値 3 ，
x ＝ 5　 のとき 最小値－ 1
をとる。

2 月10日 実施分数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学科）
●社会環境学部（社会環境学科）
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　　である。よって，この方程式の実数解の個数は，3次関数 y=f(x)のグラフと直線 y=aの共有点の個数に一致する。
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　　　　a=-27，5のとき，共有点の個数は 2個
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　　従って，求める aの値の範囲は-27<a<5である。

a
4
6-

4
3

4
7

,
a a
2 4

2

-d n 45 2 1+^ h 45 2 1-^ h 45 23-^ h

2 月10日 実施分

4［A］

⑴　 c a a cCA CO OA OC OA= + =- + - + = -=

　　 c b b cCB CO OB OC OB= + =- + - + = -=

⑵

c s tOP OC CP CA CB= + = + +

　　 c s a c t b c s a t b s t c1= -+ + - = + + - -_ _

]

i i

g

⑶　⑵よりOQは実数 s，tを用いて

s a t b s t cOQ 1= + + - -] g

　　と表すことができる。3点 O，Q，Fはこの順に同一直線上にあるので， k
OF

OQ
=  とおくと，

　　 kOQ OF=  が成り立つ。OF OA AD DF OA OB OC= + + = + + =a b c+ +  より，

k a b c k a k b k cOQ= + + = + +_ i

　　である。4点 O，A，B，Cは同一平面上にないから，OQのa，b，c  を用いた表し方はただ一通りである。よって，
s=k

t=k

1-s-t=k

⎧
⎜
⎨
⎜
⎩

　　が得られる。これを解いて k
3
1

=  である。よって，
OF

OQ
3
1

=  である。
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数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

3 13 120 210 2 -1

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

2 -1 0

3 ⑴　 f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)より，f′(1)=3-3(a+3)+3(a+2)=0

⑵　f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)=3(x-1)(x-a-2)なので，f′(x)=0のとき，x=1，a+2となる。

　　ⅰ　a≠-1のとき，x=1の前後で f′(x)の符号が変化するので，f(x)は x=1で極値をとる。

　　 ⅱ　 a=-1のとき，f′(x)=3(x-1)2となる。f′(1)=0であるが，x≠1のとき f′(x)>0となるから，f(x)は常

に単調に増加する。よって極値をとらない。

　　ⅰ，ⅱより，a=-1である。

⑶　 a=-1のとき，f(x)=x3-3x2+3x+1=(x-1)3+2となり，曲線 y=f(x)は y=x3のグラフを x軸方向に 1，y軸

方向に 2平行移動したものとなる。曲線 y=f(x)と直線 y=x+1の交点の x座標を求めると，

　　 x3-3x2+3x+1=x+1より，x(x-1)(x-2)=0となり，x=0，1，2である。0≦ x≦ 1のとき f(x)≧ x+1で

あり，1≦ x≦ 2のとき f(x)≦ x+1であることに注意すると，求める面積 Sは

S f x x dx x f x dx1 1
0

1

1

2

= - + + + -] ]

^

]

^

g g

h

g

h# #

x x x dx x x x dx3 2 3 23 2

0

1
3 2

1

2

= - + + - + -^ ^h h# #

x
x x

x
x x

4 4

4
3 2

0

1 4
3 2

1

2

= - + +- + -< <F F

2
1

=

4［A］
⑴　�an=9+d(n-1)であることに注意すると，a1+a2+a3<2025より 27+3d<2025となり，d<666となる。よって，

これを満たす最大の自然数 dは 665である。数列 {an}は初項 9，公差 665の等差数列であるので，一般項は

　　an=9+665(n-1)=665n-656と表される。

⑵　 等差数列の和の公式より初項から第 30項までの和 S30は S30= d
2
30
18 29+] g =15(18+29d)となる。S30<2025よ

　　り，d
29
117

1 となり，これを満たす最大の自然数 dは 4である。数列 {an}は初項 9，公差 4の等差数列であるの

　　で，一般項は an=9+4(n-1)=4n+5と表される。

⑶　bnは次のように変形されることに注意する。

b
a a

a
a a
a

a a

a a1
n

n n

n

n n

n

n n

n n

11 1

1 1
$= =

-+ -

- -

++ +

+ +

　　⑵より数列 {an}は公差 4の等差数列であったから，任意の自然数 nに対して an-an+1=-4である。よって

b
a a
4

n
n n1

=
-+

　　となる。この数列の第 n項までの和 Sは以下のようになる。

S a a a a a a
4
1

n n2 21 3 1$$$= - + - + + -+^ ^ ^h h h" ,

a a
4
1

n 1 1= -+^ h

n
4

4 9 3
=

+ -

2
1

-
2
5

-
14
5 7

2
3 3

4
1

3 2 2-
4
15

2月9日 実施分
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⑶　⑵より , ,a f a
2 2
r r

=]

^ d

g

h

n， , ,fb b
2
3

2
3

r r=]

^ d

g

h

n であり，従って，lの方程式は y=xである。

　　ここで， x0
2

1 1
r

 では，x-f(x)=2 cos x>0より，直線 lは曲線 y=f(x)より上側にある。

　　一方， x
2 2

3
1 1

r
r では，x-f(x)=2 cos x<0より，直線 lは曲線 y=f(x)より下側にある。よって，

cosS x f x dx xdx2 21
0

2

0

2
= - = =

rr

] g

" , ##

cosS f x x dx xdx2 42

2

2
3

2

2
3

= - =- =
r

r

r

r

] g

" , ##

　　であり，従って S1+S2=6である。

4［B］
⑴　f′(x)=(x)′-2(cos x)′=1-2(-sin x)=1+2 sin x

　　f″(x)=(1)′+2(sin x)′=2 cos x

⑵　0<x<2πの範囲で方程式 f″ (x)=2 cos x=0を解くと ,x
2 2
3r
r=  である。

　　 x0
2

1 1
r

 のとき f″(x)>0， x
2 2

3
1 1

r
r のとき f″(x)<0， x

2
3

21 1r r のとき f″(x)>0であるから，

　　関数 y=f(x)のグラフは x0
2

1 1
r

 で下に凸， x
2 2

3
1 1

r
r  で上に凸， x

2
3

21 1r r で下に凸である。

　　よって，変曲点の x座標は ,x
2 2
3r
r=  である。また，f

2 2
r r
=d n ，f

2
3

2
3

r r=d n  より，

　　変曲点は , , ,
2 2 2

3
2
3r r

r rd dn n である。
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4［A］

an＝ 2k・3 k－1（n＝2k－1）
2k・3k　　（n＝2k）

⎬
⎭
⎫

⑴　7776 ＝ 2 5・3 5 より，n ＝ 10

⑵　2023 ＝ 2・1012 － 1 なので，
a 2023 ＝ 2 1012・3 1011

したがって，
p ＝ 1012，q ＝ 1011

⑶　a2m－1 ＝ 2 m・3 m－1 であるから，

a2m－1 の正の約数は 2 p・3 q（ p ＝ 0，……，m，q ＝ 0，……，m－1）

したがって，正の約数の個数は

（m＋1）{（m－1）+1} ＝ m（m＋1）

である。

⑷　

8（6m−1）
5

1
3

4
3

m

k＝1
m

k＝1

2m

n＝1
＝Σ（a2k−1＋a2k）

＝Σ（2 k・3k−1＋2 k・3k）

＝

Σan

m

k＝1
m

k＝1

＝Σ（　 2 k・3k＋2 k・3k）
＝　Σ6 k

4［B］
⑴　f '（x）＝3x2 e－x －x 3 e－x

＝x2（3 －x）e－x

⑵　⑴より，増減表は以下のようになる。

x … 0 … 3 …

f '（x） ＋ 0 ＋ 0 －

f（x） ↗ 0 ↗ 27
e3 ↘

したがって，関数 f（x）は x ＝ 3 で極大値 27
e3 をとる。

⑶　f ''（x）＝ x（ x2－6x＋6）e－x

⑷　f ''（x）＝0 の解は x ＝ 0，3－√3，3＋√3 である。

f ''（x）の符号を調べると，以下のようになる。

x … 0 … 3－√3 … 3＋√3 …

f ''（x） － 0 ＋ 0 － 0 ＋

したがって，変曲点の x 座標は，

x ＝ 0，3－√3，3＋√3

⑶　回転体の体積V(a)は

logV a x dx
a

2

1
r=] ]g g#

log logx x xdx2a
a

2
1

1
r r= -] g

6 @ #

log loga a xdx2
a

2

1
r r= -] g #

　　となる。ここで，⑵の S2(a)の計算結果より，
V(a)=πa(log a)2-2πa log a+2πa-2π

　　 となる。よって，求める aについてπa(log a)2-2πa log a+2πa-2π=2πa-2πとなり，整理すると

　　πa(log a)(log a-2)=0となる。a>1であることに注意すると，log a=2すなわち a=e2となる。

4［B］
⑴　求める面積は

logS
x
dx x
1

1
e

e

1
1= = =6 @#

⑵　それぞれの面積は

log logS a
x
dx x a
1a a

1
1

1= = =] g

6 @#

log log logS a xdx x x dx a a a 1
a

a
a

2
1

1
1

= = - = - +] g

6 @# #

　　 となる。よって，log a=a log a-a+1となり，整理すると (a-1)(log a-1)=0となる。a>1であることに注意す

ると，log a=1すなわち a=eとなる。
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